[bookmark: _do4jxyfj0e6j]不動産鑑定評価依頼書

依頼日：　　　年　　月　　日

[bookmark: _pqvxqiunvxn8]第1条（依頼者）
依頼者（甲）
氏名・法人名：__________________________
住所：__________________________________
電話番号：______________________________
メールアドレス：_________________________
担当者（法人の場合）：____________________

[bookmark: _bsk7g6574oel]第2条（受任者）
不動産鑑定業者（乙）
事務所名：______________________________
所在地：________________________________
登録番号：______________________________
担当不動産鑑定士：_______________________
電話番号：______________________________
メールアドレス：_________________________

[bookmark: _fhrhesqaofsx]第3条（依頼の目的）
甲は、次の目的のため、乙に対し不動産鑑定評価業務を依頼します。
□ 売買価格の参考
□ 相続・贈与
□ 離婚財産分与
□ 担保評価
□ 裁判・調停
□ 会計・税務
□ 企業会計
□ M&A
□ その他


[bookmark: _rj4cl7yeegop]第4条（対象不動産）
所在地

地番

家屋番号

地目

地積

建物種類

構造

床面積

その他特記事項


[bookmark: _5bhjx7dmdtwf]第5条（依頼する業務）
甲は乙に対し、次の業務を依頼します。
□ 不動産鑑定評価書の作成
□ 調査・資料収集
□ 現地調査
□ 法令・権利関係調査
□ 市場分析
□ その他


[bookmark: _g9uk5gno0uzl]第6条（提出資料）
甲は、乙の業務遂行のため、必要に応じて次の資料を提出します。
（1）登記事項証明書
（2）公図
（3）地積測量図
（4）建物図面
（5）固定資産税評価証明書
（6）賃貸借契約書
（7）売買契約書
（8）その他評価に必要な資料

[bookmark: _houurlu8a0h]第7条（現地調査）
1．乙は、必要に応じて対象不動産の現地調査を行います。
2．甲は、現地調査に必要な立入りその他合理的な協力を行います。
3．立入りができないことにより評価精度に影響が生じる場合、その責任は甲が負うものとします。

[bookmark: _kk0egjjb6cc4]第8条（評価時点）
評価時点は次のとおりとします。
　　　年　　　月　　　日

[bookmark: _y55p2gq5jzt7]第9条（報酬）
鑑定評価報酬
金________________円（税込・税別）
支払方法
□ 銀行振込
□ 現金
□ その他

支払期限
　　　年　　　月　　　日

[bookmark: _ljyjk7qc81]第10条（追加費用）
次の場合には、別途費用が発生することがあります。
（1）遠方への出張
（2）追加資料取得費
（3）官公署手数料
（4）特別な調査
（5）依頼内容変更による追加作業
追加費用が発生する場合は、事前に甲乙協議のうえ決定します。

[bookmark: _ytt9k9kgyyf8]第11条（納品）
成果物
□ 不動産鑑定評価書
□ 意見書
□ 調査報告書
□ その他

納品方法
□ 書面
□ PDF
□ 電子メール
□ その他


[bookmark: _goi6iedv920f]第12条（依頼内容の変更）
甲が依頼内容を変更する場合は、乙へ速やかに通知し、双方協議のうえ変更内容及び報酬を決定します。

[bookmark: _br2haij7ocxq]第13条（秘密保持）
甲及び乙は、本依頼に関連して知り得た相手方の営業上、技術上その他一切の非公開情報について、法令に基づく場合又は相手方の承諾がある場合を除き、第三者へ開示又は漏えいしてはなりません。

[bookmark: _kp8ne3akeemf]第14条（個人情報）
乙は、取得した個人情報を法令及び個人情報保護方針に従い適切に管理します。

[bookmark: _esj15j5fg4rq]第15条（成果物の利用）
1．鑑定評価書は、本依頼書記載の目的の範囲内で利用するものとします。
2．甲が第三者へ提供、公表又は転載する場合は、法令及び不動産鑑定評価基準その他関係法令に従うものとします。

[bookmark: _n2usuii9syfn]第16条（免責）
1．乙は、甲から提供された資料が真実かつ正確であることを前提として業務を実施します。
2．提供資料に虚偽又は誤りがあったことによる損害について、乙は故意又は重大な過失がある場合を除き責任を負いません。
3．市場環境の変化等により将来の価格を保証するものではありません。

[bookmark: _wefnmbalkdjy]第17条（契約解除）
次の場合、乙は業務を中止又は解除できます。
（1）甲が必要資料を提出しない場合
（2）報酬を支払わない場合
（3）違法な目的で利用すると認められる場合
（4）信頼関係を著しく損なう事由がある場合

[bookmark: _yc8xhybluwmp]第18条（反社会的勢力の排除）
甲及び乙は、自ら及び役員等が反社会的勢力に該当せず、今後も該当しないことを表明保証します。

[bookmark: _miso0oxwex9o]第19条（協議事項）
本依頼書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し解決します。

[bookmark: _jh2gpoqyq03k]第20条（合意管轄）
本依頼書に関する紛争については、乙の主たる事務所所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。

以上、本依頼内容を確認のうえ、本書を作成します。

[bookmark: _79iajnpaurr2]依頼者（甲）
住所


氏名（法人名）


代表者


署名又は押印


[bookmark: _k6s2zm2pdohw]受任者（乙）
事務所名


所在地


担当不動産鑑定士


署名又は押印

